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死）法制化が目論まれている。さかのぼると、2005 年に日本尊厳死協会 11 の働きかけによって、




　2018 年 9 月の時点で、上記法案のいずれについても国会提出には至っていない。だが同連盟
会長の増子輝彦参議院議員は、2017 年 11 月、「来年の国会での法案提出に向けた努力をしたい」13
と発言しており、法案上程のタイミングを狙っていることに変わりはないだろう。他方、2018





















































































































 1　尊厳死法制化の現状は、Ⅲの 1 で論じる。
 2　尊厳死と安楽死をめぐる日本の特殊な状況については、小松（2012）の 24-8 頁を参照。











関しては何ら答えていない…」（小松 2013, 104 頁）。
 6　「人間の尊厳」概念の歴史的検討は、小松（2012）に詳しい。特に 204-11 頁、341 頁を参照。
 7　羽田は、自身が描く小説と社会が抱える問題との関係について以下のように述べるに留まる。「小説は
表面がすべてで、たとえ深いテーマを描いていても、その輪郭を読者に安易に感じさせてはいけない」
（羽田・島田 2015, 26 頁）、つまり、「他人にとってはどうでもいいような小さな問題の切れ端を安易に
大きな社会問題に結びつけて書くのではなく、まずその問題をリアルに見つめて描くことで、大きな
テーマが段々とわかってくる」（羽田 2015b, 315 頁）。












わっている不安な海のような空間」（内田 2002, 363 頁）と捉え、そこで作動する権力関係をフーコーに
倣って論じている。この「混
エテロトピー

















11 月 20 日、26-7 頁。












売新聞』「「スクラップ・アンド・ビルド」羽田圭介著 真実への静かな確信」2015 年 8 月 16 日 朝刊）。
『朝日新聞』書評は、「老人の「早う死にたか」という愚痴を何度も聞くうち、この孫はそれを言葉どお
り受け止め、“ 自発的尊厳死 ” を助けようと決意」と、自発的尊厳死に引用符を付けているものの、こ
れ以上の説明や議論はない。評者は瀧井朝世。（『朝日新聞』「書評 売れてる本『スクラップ・アンド・
ビルド』羽田圭介著」2015 年 9 月 13 日 朝刊）。
18　『日本経済新聞』「スクラップ・アンド・ビルド、祖父の望み、まじめに受ける─羽田圭介著」2015 年 8
月 23 日 朝刊。評者は市川真人。
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